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議
会
の
新
役
員
構
成
 

　
　
　
　
　
　
決
ま
る
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平成18年第2回（6月）定例会 

本
会
議
　
　

特
別
委
員
会
の
中
間
報
告

・
質
疑
 

常
任
委
員
長
報
告
（
特
定

事
件
）・
質
疑
 

提
案
理
由
の
説
明
・
議
案

説
明
 

 　
　
　
　
 

本
会
議
　
　

議
案
質
疑
 

  委
員
会
　
　

四
常
任
委
員
会
並
行
審
査
 

  本
会
議
　
　

市
政
に
対
す
る
一
般
質
問
 

  本
会
議
　
　

常
任
委
員
長
報
告
・
質
疑
 

  本
会
議
　
　

討
論
・
採
決
 

追
加
議
案
の
上
程
・
採
決
 

議
員
提
出
議
案
の
上
程
 

質
疑
・
採
決
 

●
６
月
８
日
 

●
６
月
１２
日
 

●
６
月
１３
日
 

●
６
月
１５
・
１６
・
１９
・
２０
・
２１
日
 

●
６
月
２２
日
 

●
６
月
２３
日
 

　
こ
の
議
会
で
は
、
正
副
議
長
選
挙
の

ほ
か
に
、
四
常
任
委
員
会
や
議
会
運
営

委
員
会
の
委
員
選
任
等
も
行
わ
れ
ま
し

た
（
11
ペ
ー
ジ
参
照
）。 

　
ま
た
、
農
業
委
員
会
委
員
の
辞
任
に

伴
い
、
斎
藤
治
正
議
員
（
さ
わ
の
会
・

2
期
）、
北
尾
幹
雄
議
員
（
公
明
党
・
5

期
）
の
2
名
を
委
員
と
し
て
推
薦
し
ま

し
た
。 

6
月
定
例
会
の
動
き

月
定
例
会
の
動
き
 

6
月
定
例
会
の
動
き
 

　市民の皆様には平素より、市議会に対しまして深

いご理解とご関心をお寄せいただきまして誠にあり

がとうございます。 

　今、地方分権の推進と三位一体の改革が求められ

る中、市政の羅針盤として市議会が担う役割はます

ます重要となり、意識改革が必要と考えます。その

ため、多様な市民ニーズを担い活動している議員の

特性と資質を活かし、市政に反映させることは市民

福祉の向上と市政発展に不可欠であると確信してい

ます。 

　また、当市は全国で39ある特例市としてまちづく

りを進めており、議員の協力を得ながら、特例市に

相応しい品格ある、より円滑な議会運営を目指し、

33万 9 千余市民の「より安全で・安心できる・安定

した」生活確保に努めることが議長の職責であるこ

とを自覚し、誠心誠意努めてまいります。 

　21世紀はますます少子高齢化が進行し、今後の都

市間競争に勝ち抜くためには、目指すべき明確な都

市の理念を確立することが大切であり、議会と行政

が一体となって、より魅力あるまちづくりを進めて

いくことが肝要と思います。そのため、更なる行政

改革を推進しつつ市政振興のためのアクセルと、議

会に求められている市政の監視機能としてのブレー

キを適切に駆使し、微力ではありますが全力投球で

皆様の負託に応えてまいる所存です。 

　結びに、郷土所沢が活力に満ち、より魅力ある都

市として更なる発展を続けられますよう、皆様のご

指導とご協力をお願いいたしまして議長就任のご挨

拶といたします。 

議長就任のあいさつ 

第
52
代
副
議
長
 

小
川
　
京
子
 

（
公
明
党
・
3
期
） 

第
51
代
議
長
 

大
　
　
靖
治
 

（
市
民
ク
ラ
ブ
・
2
期
） 

　市議会の本会議は公開さ

れていて、どなたでも傍聴

することができます。 

　手続きは、本会議当日、

議会事務局（低層棟３階）

で住所・氏名等を記入し、

傍聴証の交付を受けてくだ

さい。 

傍聴して 
　　みませんか?

　
平
成

　
平
成
1818
年
第
２

年
第
２
回
（
６
月
６
月
）
定
例
会
例
会

は
６
月
８
日
か
ら

は
６
月
８
日
か
ら
23
日
ま
で
の

日
ま
で
の
16
日
間
日
間

の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。
 

　
本
会
議
初
日
、
議
長
か
ら
提
出
さ
れ

　
本
会
議
初
日
、
議
長
か
ら
提
出
さ
れ

た
議
長
辞
職
願
が
許
可
さ
れ
、
議
長
選

た
議
長
辞
職
願
が
許
可
さ
れ
、
議
長
選

挙
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
投
票
の
結
果
、

挙
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
投
票
の
結
果
、

大
　
靖
治
議

大
　
靖
治
議
員
（
市
民
ク
ラ
ブ
）

（
市
民
ク
ラ
ブ
）
が
当

選
し
、
第

選
し
、
第
5151
代
議
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

代
議
長
に
就
任
し
ま
し
た
。
 

　
続
い
て
行
わ
れ
た
副
議
長
選
挙
で
は
、

　
続
い
て
行
わ
れ
た
副
議
長
選
挙
で
は
、

小
川
京
子
議

小
川
京
子
議
員
（
公
明
党
）

（
公
明
党
）
が
当
選
し
、

当
選
し
、

第
5252
代
副
議
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

代
副
議
長
に
就
任
し
ま
し
た
。
 

　
平
成
18
年
第
２
回
（
６
月
）
定
例
会

は
６
月
８
日
か
ら
23
日
ま
で
の
16
日
間

の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。
 

　
本
会
議
初
日
、
議
長
か
ら
提
出
さ
れ

た
議
長
辞
職
願
が
許
可
さ
れ
、
議
長
選

挙
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
投
票
の
結
果
、

大
　
靖
治
議
員
（
市
民
ク
ラ
ブ
）
が
当

選
し
、
第
51
代
議
長
に
就
任
し
ま
し
た
。
 

　
続
い
て
行
わ
れ
た
副
議
長
選
挙
で
は
、

小
川
京
子
議
員
（
公
明
党
）
が
当
選
し
、

第
52
代
副
議
長
に
就
任
し
ま
し
た
。
 



条
例
関
係
 

条
例
関
係
 

　永年にわたり市政振興に尽力

した議員に対し、全国市議会議

長会、関東市議会議長会、埼玉

県市議会議長会より表彰があり

ました。 

○表彰された議員 

（15年在職）　岩城　正広　議員 

　　　　　　高橋　大樹　議員 

（10年在職）　安田　敏男　議員 

永年
勤続議員の表彰

市税条例の一部を改正する条例制定について 
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○ 承　認 

承　認 

結
　
　
果
 

２０議案中意見が分かれた 
議案に対する会派の態度 
 

　　 　　　　　　　　　　○　賛　成 
　　　　　　　　　　×　反　対 

市
民
ク
ラ
ブ
　

（7人）
 

公
　
明
　
党
　

（6人）
 

日
本
共
産
党
　

（6人）
 

民
　
主
　
党
　

（5人）
 

会
派
「
翔
」　

（5人）
 

さ
わ
の
会
　

（3人）
 

共
　
　
　
生
　

（1人）
 

み
　
ど
　
り
　

（1人）
 

専決処分の承認を求めることについて  
（国民健康保険税条例の一部を改正する条例） 

専決処分の承認を求めることについて  
（市税条例の一部を改正する条例） 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

× 

× 

× 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 原案可決 

を可決しました 

　市長からは条例関係12件、予算関係

１件など20件の議案が提出され、すべ

て可決しました。 

　また、議員から提出された議案は５

件で、そのうち意見書４件を可決しま

した。 

    
条
例
に
関
す
る
議
案
は
条
例
制
定
が

1
件
と
一
部
改
正
が
11
件
あ
り
ま
し
た
。 

■
介
護
給
付
費
等
の
支
給
に
関
す
る
審

査
会
の
委
員
の
定
数
等
を
定
め
る
条

例
 

【
介
護
給
付
支
給
申
請
の
流
れ
】 

 
市
へ
利
用
申
請
書
提
出
 

←
 

 
調
査
員
に
よ
る
面
接
調
査
 

←
 

 
障
害
程
度
区
分
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
判
定
 

 
 
 
 
 
 
 
←
（
１
次
判
定
） 

　
市
か
ら
主
治
医
へ
意
見
書
作
成
依
頼
 

←
 

 
審
査
会
の
審
査
　
　
 

　
　
　
　
　
　
　
←
（
２
次
判
定
） 

 
障
害
程
度
区
分
の
認
定
 

←
 

 
サ
ー
ビ
ス
利
用
意
向
確
認
 

←
 

 
支
給
決
定
 

←
 

 
事
業
所
と
契
約
・
サ
ー
ビ
ス
利
用
 

　
障
害
者
自
立
支
援
法
に
は
、
介
護
給

付
費
等
の
審
査
判
定
を
行
う
審
査
会
の

設
置
が
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
条
例
は
審
査
会
の
定
数
を
規
定

す
る
も
の
で
、
審
査
会
は
3
合
議
体
で

運
営
し
、
1
合
議
体
の
委
員
を
5
人
と

し
て
い
ま
す
。 

　
合
議
体
の
メ
ン
バ
ー
に
当
事

者
の
立
場
を
代
表
す
る
委
員
は

入
る
の
か
。 

　
医
師
か
ら
2
人
、
施
設
を
運

営
す
る
社
会
福
祉
法
人
や
相
談

事
業
者
か
ら
2
人
、
当
事
者
あ
る
い
は

家
族
か
ら
1
人
を
考
え
て
い
る
。 

　
審
査
会
の
認
定
に
不
服
が
あ

っ
た
場
合
は
ど
の
よ
う
な
対
応

に
な
る
の
か
。 

　
あ
ら
か
じ
め
本
人
の
意
向
や

情
報
の
提
供
を
元
に
審
査
が
行

わ
れ
る
が
、
も
し
、
不
服
が
あ
っ
た
場

合
は
、
不
服
申
し
立
て
が
で
き
る
。
ま

た
、
市
の
窓
口
で
は
申
請
の
段
階
で
ご

相
談
い
た
だ
く
こ
と
は
可
能
と
考
え
る
。 

 
 
風
 
 
　

（1人）
 

おもな議案の概要 



補
正
予
算
 

補
正
予
算
 

契
約
・
人
事
 

契
約
・
人
事
 

議
員
提
出
議
案
 

議
員
提
出
議
案
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■
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て
（
市
税
条
例
の
一
部
改
正
） 

・
非
課
税
限
度
額
の
引
き
下
げ
 

・
耐
震
改
修
促
進
税
制
の
創
設
 

・
固
定
資
産
税
や
都
市
計
画
税
の
土

地
に
係
る
負
担
調
整
措
置
　
ほ
か
 

 　
個
人
市
民
税
の
均
等
割
及
び
所
得
割

の
非
課
税
限
度
額
に
つ
い
て
、
控
除
対

象
配
偶
者
・
扶
養
者
が
い
る
者
の
加
算

額
を
引
き
下
げ
ま
す
。 

　
ま
た
、
耐
震
改
修
促
進
税
制
が
創
設

さ
れ
、
昭
和
57
年
1
月
１
日
以
前
に
建

築
さ
れ
た
住
宅
に
つ
い
て
、
期
間
内
に

耐
震
改
修
工
事
を
実
施
し
、
基
準
に
適

合
し
た
場
合
、
固
定
資
産
税
の
税
額
を

一
定
期
間
減
額
し
ま
す
。 

　
こ
の
ほ
か
、
固
定
資
産
税
や
都
市
計

画
税
の
負
担
調
整
を
見
直
し
、
制
度
を

簡
素
化
し
て
負
担
水
準
の
均
衡
化
を
促

進
す
る
な
ど
の
改
正
を
し
ま
し
た
。 

■
市
税
条
例
の
一
部
改
正
 

・
地
震
保
険
料
控
除
の
創
設
 

・
3
兆
円
規
模
の
税
源
移
譲
（
納
税

者
の
負
担
は
変
わ
ら
な
い
）
 

・
定
率
減
税
の
廃
止
 

・
市
た
ば
こ
税
の
引
き
上
げ
　
ほ
か
 

 　
地
震
災
害
に
対
す
る
配
慮
と
し
て
、

既
存
の
損
害
保
険
料
控
除
を
廃
止
し
、

新
た
に
地
震
保
険
料
控
除
を
創
設
し
ま

し
た
。
最
高
2
5
、
0
0
0
円
を
所
得

か
ら
控
除
し
ま
す
。 

　
三
位
一
体
改
革
の
一
環
と
し
て
地
方

の
自
主
性
と
責
任
を
高
め
る
た
め
、
所

得
税
か
ら
個
人
住
民
税
に
税
源
移
譲
さ

れ
ま
す
。
こ
の
改
正
に
よ
っ
て
納
税
者

の
負
担
が
変
わ
ら
な
い
よ
う
措
置
を
し

て
い
ま
す
。 

■
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て
（
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
改
正
） 

・
制
度
変
更
に
よ
り
負
担
が
増
え
る

方
の
激
変
緩
和
措
置
 

 　
平
成
17
年
１
月
１
日
に
65
歳
に
達
し

て
い
た
年
金
受
給
者
の
公
的
年
金
控
除

額
が
縮
小
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
2
年
間
、

国
民
健
康
保
険
税
の
負
担
軽
減
を
図
る

も
の
で
す
。 

   　
一
般
会
計
の
補
正
は
9
、
3
4
7
万

3
千
円
を
増
額
し
、
補
正
後
の
予
算
総

額
は
7
8
7
億
9
、
3
4
7
万
3
千
円

と
な
り
ま
し
た
。
 

■
障
害
福
祉
計
画
策
定
業
務
委
託
料
 

7
0
0
万
円
 

　
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
や
支
援
事
業
の

体
制
な
ど
に
関
す
る
障
害
福
祉
計
画
を

今
年
度
中
に
策
定
し
ま
す
。 

■
北
原
安
松
線
道
路
築
造
工
事
費
 

6
、
2
0
0
万
円
 

    

　
 

  ■
北
秋
津
雨
水
2
号
幹
線
築
造
工
事
 

契
約
金
額
　
6
億
5
、
6
2
5
万
円
 

契
約
相
手
　
西
武
・
明
豊
共
同
企
業
体
 

■
（
仮
称
）
所
沢
市
立
新
所
沢
・
つ
ぼ

み
保
育
園
建
設
（
建
築
）
工
事
 

契
約
金
額
　
3
億
5
、
2
8
0
万
円
 

契
約
相
手
　
株
式
会
社
新
藤
組
 

　
本
契
約
は
競
争
性
を
よ
り
発
揮
す
る

た
め
、
電
子
入
札
に
よ
り
、
現
場
説
明

会
を
省
略
し
て
執
行
し
ま
し
た
。 

■
固
定
資
産
評
価
員
の
選
任
に
同
意
 

　
鈴
木
　
豊
氏
（
三
ヶ
島
・
53
歳
） 

   　
議
員
か
ら
は
「
基
地
対
策
予
算
の
増

額
等
を
求
め
る
意
見
書
」
な
ど
意
見
書

4
件
、
条
例
の
一
部
改
正
が
1
件
提
出

さ
れ
、
こ
の
う
ち
意
見
書
4
件
が
可
決

さ
れ
ま
し
た
。（
12
ペ
ー
ジ
参
照
） 

　
ま
た
、
議
会
の
会
議
を
欠
席
し
た
議

員
の
報
酬
支
給
停
止
等
に
つ
い
て
規
定

し
た
「
所
沢
市
議
会
の
議
員
報
酬
及
び

費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て
」
は
、

無
記
名
投
票
に
よ
る
採
決
の
結
果
、
賛

成
8
票
、
反
対
14
票
、
無
効
12
票
（
内
、

白
票
11
票
）
と
な
り
、
賛
成
、
反
対
と

も
過
半
数
に
達
し
な
か
っ
た
た
め
、
議

決
に
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

討 論 
議案に議案に しますします 賛成×反対 

●反対● 

・個人市民税の非課税限度額の引き

下げによる影響は大きく、固定資

産税では、負担調整措置により、

都市計画税にも影響を与えている。 

●賛成● 

・生活保護基準額等を勘案し、一定

水準以下については非課税として

いる。固定資産税は地価変動に応

じた制度に改正されている。 

■専決処分の承認を求めることについて（市税条例の一部改正） 

●反対● 

・激変緩和といっても負担が増える

ことに変わりなく、高齢者に追い

打ちをかける増税である。 

●賛成● 

・公的年金収入が年間153万円未満

の方に対して負担増とならず、十

分配慮されている。 

■専決処分の承認を求めることについて（国民健康保険税条例の一部改正） 

●反対● 

・低所得者層の税率は倍になり、住

民税額に応じて決まる助成制度等

にも影響が出る。国の方針を受け

入れ、市民に負担を転嫁している。 

●賛成● 

・税源移譲により、地方に見合った

税収が納税者の負担を変えずに確

保でき、定率減税廃止は将来に負

担を残さないためにも適正である。 

■市税条例の一部を改正する条例制定について 

●反対● 

・理念と法の整合性を議論すべきだ。 

・例が福岡県にしかないことからも

行き過ぎの対応と考える。 

・誤認逮捕などの場合、議員の身分

を制限するおそれがある。 

●賛成● 

・議員活動の中でも「議会に出る、

委員会に出席する」ということは

最低限度のことであり、それさえ

出来ない場合、世論の報酬停止を

望む声は大きい。 

■所沢市議会の議員の報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正 
　する条例制定について(議員提出議案)

討 論 
議案に します 賛成×反対 
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　そういう声をよく耳にします。 
　すこしでも市議会のしくみを理解していた
だくため、基本的に知っていただきたいポイ
ントがいくつかあります。 
　市議会の本会議では、市当局と議会との間
のやり取りは、大きく2つに分かれます。その1つが、今回の市議会だ
よりの3ページ、条例の説明後に「問」及び「答」で紹介されている「議
案質疑」で、2つめが6～10ページに掲載されている「市政に対する
一般質問」です。 

４月12日　議会報・図書室委員会 

　　13日　教育福祉常任委員会 

　　14日　市民環境常任委員会 

　　17日　外国籍市民の方との懇談会 

　　18日　議会運営委員会 

　　　　　議会報・図書室委員会 

　　20日　建設水道常任委員会 

　　　　　議員クラブ研修会 

　　　　　（テーマ：基本条例） 

　　　　　代表者会議 

５月９日　代表者会議 

　　15日　代表者会議 

　　18日　まちづくり基本条例に 

関する特別委員会 

　　19日　建設水道常任委員会 

　　30日　代表者会議 

６月１日　代表者会議 

　　　　　議会運営委員会 

　　６日　代表者会議 

　　７日　代表者会議 

６月８日～６月23日　第２回定例会 

ココ市議会　　　か月
議案質疑 
　「議案質疑」は、市が提案する「条例」「予算」「人事」などと議員が提案する「議

員提出議案」などについて、疑問や不明な点を明らかにし、賛否や修正などの

決定を行う判断材料とするために行います。 

　本会議では上記以外にも、委員会で案件を詳しく審査した結果について委員

長が報告し、これに対してする質疑もあります。所沢市議会では、「議案質疑」

については時間制限がなく、 1人の議員が 3 回まで質疑することができます。 

一般質問 
　質疑が今話し合っている議案などについてのみ許されるのに対して、「一般

質問」では、市政全般にわたっての疑問点や所信を質したり、報告や説明を求

めたりすることができます。 

　「一般質問」は、国会にはない市議会（地方議会）独自の制度で、一般という

言葉が示すとおり、実に幅広い分野にわたっての質問が行えます。ただし、同

じ定例会中に先に質問した議員の質問内容と同じ内容になるのを避けるよう

に配慮しています。ですから、質問する順番は公平を期すためくじ引きで決め

ています。 

　また、質問内容は、あらかじめ議長に通告することになっており、議長を通

じて市の担当者に質問内容が通知されます。「一般質問」は所沢市議会の場合、

申し合わせにより、 1 人60分以内と決められており、答弁に対して 2 回まで

再質問することができます。 

と 
議案質疑 

一般質問 

市議会ってわかりにくい… 

閉
会
中
の
議
会
活
動
か
ら 

■
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
に
関
す
る

特
別
委
員
会
 

　
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
策
定
の
今

後
の
予
定
等
に
つ
い
て
報
告
を
求
め

ま
し
た
。
平
成
18
年
度
は
準
備
と
し

て
、
市
民
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た

め
の
懇
話
会
設
置
や
周
知
の
た
め
の

講
演
会
が
予
定
さ
れ
、
平
成
22
年
度

の
制
定
に
向
け
て
検
討
を
進
め
る
と

い
う
も
の
で
し
た
。 

　
特
別
委
員
会
と
し
て
は
、
12
月
定

例
会
で
提
言
を
行
う
こ
と
を
決
定
し
、

次
回
は
「
望
ま
し
い
市
民
参
加
の
形
」

を
テ
ー
マ
と
し
て
開
催
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。 

【
特
定
事
件
】 

■
市
民
環
境
常
任
委
員
会
 

産
業
廃
棄
物
保
管
地
の
火
災
状
況
 

　
排
出
事
業
者
が
廃
棄
物
の
撤
去
費

用
負
担
に
応
じ
た
こ
と
か
ら
、

搬
出
作
業
を
進
め
る
と
い
う

県
の
対
応
に
つ
い
て
報
告
を

求
め
ま
し
た
。 

一
般
廃
棄
物
の
処
理
方
法
と

コ
ス
ト
 

　
西
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

の
建
設
費
、
北
野
最
終
処
分

場
の
減
価
償
却
に
つ
い
て
説

明
を
求
め
、
遮
水
シ
ー
ト
の

耐
用
年
数
等
に
つ
い
て
質
疑
を
行
い

ま
し
た
。 

■
建
設
水
道
常
任
委
員
会
 

開
発
行
為
に
つ
い
て
 

　
都
市
計
画
法
に
基
づ
く
開
発
行
為

等
の
説
明
を
求
め
、
開
発
の
一
連
性

な
ど
に
つ
い
て
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
５
０
０
㎡
未
満
の
開
発

行
為
に
関
す
る
他
市
条
例
の
比
較
研

究
を
行
い
ま
し
た
。 

■
教
育
福
祉
常
任
委
員
会
 

松
井
小
学
校
に
つ
い
て
 

　
廊
下
側
の
壁
が
な
く
、
開
放
的
な

教
室
や
地
域
に
開
放
さ
れ
て
い
る
図

書
館
等
を
視
察
し
ま
し
た
。
個
性
を

大
切
に
し
た
教
育
活
動
を
行
っ
て
い

て
、
特
殊
学
級
の
「
ひ
ま
わ
り
学
級
」

で
は
、
専
門
家
が
指
導
内
容
を
支
援

し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。 
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　6月定例会では、２４人が
一般質問を行いました。 
　質問は各議員の多くの質
問項目中1項目だけを掲載
しています。 
　質問内容の順は、項目ご
との各議員名順になってい
ます。 

質問者 

  　
 

            

小
・
中
学
校
校
舎
の
 

　
　
　
　
　
低
い
耐
震
化
率
 

議
員
　
新
聞
記
事
に
よ
れ
ば
、
所
沢
市

の
小
・
中
学
校
の
耐
震
化
率
は
全
71
市

町
村
の
う
ち
52
位
、
7
割
近
い
建
物
に

耐
震
性
が
不
足
し
て
い
る
。 

　
今
後
の
校
舎
の
耐
震
化
計
画
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
全
校
が
耐
震

化
さ
れ
る
時
期
は
い
つ
か
。
具
体
的
な

予
算
計
画
も
含
め
て
伺
い
た
い
。 

学
校
教
育
部
長
　
現
在
ま
で
に
補
強
設

計
7
校
と
補
強
工
事
6
校
を
実
施
し
、

今
後
は
1
次
診
断
の
結
果
や
実
施
計
画

に
基
づ
き
、
計
画
的
に
進
め
て
い
く
。 

　
全
校
が
耐
震
化
さ
れ
る
に
は
約
15
年

か
か
る
見
込
み
で
、
厳
し
い
財
政
状
況

下
、
限
ら
れ
た
予
算
の
範
囲
内
で
早
期

の
耐
震
化
に
努
め
、
関
係
部
署
と
も
協

議
し
て
い
き
た
い
。 

 

団
塊
の
世
代
に
呼
応
し
た
 

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の
充
実
を
 

議
員
　
2
0
0
7
年
問
題
の
年
を
機
に

同
じ
考
え
・
志
を
持
っ
た
団
塊
の
世
代

の
方
が
、
気
軽
に
勉
強
・
活
動
で
き
る

場
と
し
て
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の
充

実
が
必
要
で
あ
る
。
し
か
し
現
在
、
同

施
設
は
貸
し
館
に
近
い
状
態
で
あ
る
。 

　
セ
ン
タ
ー
を
よ
り
本
来
の
目
的
に
近

づ
け
、
生
涯
学
習
の
拠
点
と
し
て
多
く

の
市
民
の
集
ま
る
よ
う
な
施
設
に
改
革

で
き
な
い
か
。 

教
育
長
　
同
施
設
は
県
立
青
年
の
家
と

し
て
、
長
年
に
わ
た
り
市
民
に
施
設
を

提
供
し
て
き
た
経
緯
が
あ
り
、
施
設
変

更
後
も
引
き
続
き
提
供
し
て
き
た
。 

　
第
3
次
生
涯
学
習
推
進
計
画
に
お
い

て
、
セ
ン
タ
ー
の
機
能
充
実
を
掲
げ
、

重
要
な
課
題
と
認
識
し
て
い
る
。
今
後

は
、
時
代
に
即
し
た
施
設
と
な
る
よ
う

さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
総
合
的
に
検
討

し
て
い
き
た
い
。 

 

松
井
小
学
校
地
域
開
放
型
 

　
　
　
図
書
館
の
市
民
利
用
 

議
員
　
昨
年
開
館
し
た
松
井
小
学
校
地

域
開
放
型
図
書
館
の
市
民
の
利
用
者
が

増
え
て
い
る
。
し
か
し
、
利
用
で
き
る

市
民
は
1
歳
か
ら
小
学
6
年
生
の
子
ど

も
の
保
護
者
だ
け
で
、
条
件
に
満
た
な

い
市
民
は
残
念
に
思
っ
て
い
る
。 

　
市
が
考
え
る
「
地
域
開
放
」
と
は
何

か
伺
い
た
い
。 

教
育
長
　
松
井
小
学
校
の
新
校
舎
建
設

に
際
し
、
広
く
一
般
に
も
開
か
れ
た
図

書
館
と
す
る
要
望
が
あ
っ
た
。
開
放
に

あ
た
っ
て
は
地
域
の
意
見
、
防
犯
面
で

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
に
よ
り
、
図

書
館
・
学
校
・
地
域
が
一
体
と
な
っ
て

運
営
し
、
児
童
の
育
成
、
生
涯
学
習
の

場
を
目
指
す
も
の
と
考
え
て
い
る
。 

　
利
用
枠
の
拡
大
に
つ
い
て
は
、
今
後

の
研
究
課
題
と
と
ら
え
て
い
る
。 

          

経
費
の
あ
ま
り
か
か
ら
な
い
 

　
　
　
壁
面
緑
化
の
検
討
を
 

議
員
　
校
舎
の
外
側
に
ネ
ッ
ト
を
張
っ

て
プ
ラ
ン
タ
ー
に
ツ
ル
性
の
植
物
を
育

て
る
緑
の
カ
ー
テ
ン
は
、
直
射
日
光
や

運
動
場
か
ら
の
輻
射
熱
を
さ
え
ぎ
り
、

体
感
温
度
を
5
〜
6
度
下
げ
る
効
果
が

あ
る
。
癒
し
効
果
も
あ
り
環
境
学
習
に

も
な
る
優
れ
も
の
で
あ
る
。 

　
こ
う
し
た
取
り
組
み
を
検
討
し
た
こ

と
が
あ
る
か
、
見
解
を
伺
い
た
い
。 

教
育
長
　
屋
上
緑
化
や
壁
面
緑
化
が
気

温
上
昇
の
抑
制
や
温
暖
化
対
策
の
効
果

が
あ
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
。 

　
緑
の
カ
ー
テ
ン
も
各
学
校
で
独
自
に

取
り
組
ん
で
い
る
ケ
ー
ス
は
あ
る
。
効

果
や
教
材
に
な
る
こ
と
に
つ
い
て
も
把

握
し
て
い
る
。
適
し
た
植
物
や
育
成
方

法
に
つ
い
て
調
査
研
究
を
進
め
、
関
係

部
署
と
も
協
議
し
て
い
く
。 

 

Ｌ
Ｄ
や
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
へ
の
　
 

　
　
特
別
支
援
教
育
の
現
状
 

議
員
　
軽
度
発
達
障
害
の
判
断
は
非
常

に
専
門
的
で
難
し
い
。
所
沢
で
は
な
い

が
、
未
だ
に
学
校
の
先
生
が
児
童
・
生

徒
の
保
護
者
に
対
し
、
発
達
障
害
の
勝

手
な
判
断
を
下
す
事
例
を
耳
に
す
る
。 

　
発
達
障
害
の
判
断
に
あ
た
っ
て
、
ど

の
よ
う
な
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
る
か
。 

教
育
長
　
児
童
・
生
徒
の
状
態
は
さ
ま

ざ
ま
に
変
化
す
る
た
め
、
判
断
は
専
門

医
等
に
よ
る
検
査
を
必
要
と
す
る
ケ
ー

ス
が
増
え
て
き
て
い
る
。 

　
今
年
度
か
ら
本
市
独
自
に
医
師
や
大

学
関
係
者
か
ら
成
る
「
特
別
支
援
教
育

専
門
家
チ
ー
ム
委
員
会
」
を
設
置
し
活

動
を
開
始
し
た
。
発
達
障
害
の
判
断
だ

け
で
な
く
、
巡
回
相
談
、
個
別
の
指
導

計
画
作
成
な
ど
を
支
援
し
て
い
く
。 

 　
※
Ｌ
Ｄ
…
学
習
障
害
 

　
　
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
 

　
　
　
　
…
注
意
欠
陥
多
動
性
障
害
 

　　　　・高田　昌彦（風） 

　　　・岡田　静佳（市民クラブ） 

　　・浅野美恵子（民主党） 

　・谷口　桂子（公明党） 

・安田　義広（会派「翔」） 

ふ
く
し
ゃ
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質問者 

　
 

           　
　
　
 
住
宅
地
で
の
深
夜
営
業
は
 

 
 
 
規
制
で
き
な
い
の
か
 

議
員
　
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
東
所
沢
店
が

開
店
し
、
定
休
日
な
し
、
午
前
10
時
か

ら
翌
朝
の
午
前
5
時
ま
で
営
業
し
て
い

る
。
同
店
は
ほ
と
ん
ど
の
店
舗
で
深
夜

営
業
を
行
い
、
交
通
渋
滞
や
騒
音
・
振

動
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
が
多
い
。 

　
安
ら
い
で
眠
る
た
め
、
市
民
生
活
を

守
る
た
め
に
何
が
で
き
る
の
か
。 

環
境
ク
リ
ー
ン
部
長
　
県
条
例
で
は
、

深
夜
の
音
量
規
制
が
あ
り
、
原
則
建
物

か
ら
音
が
漏
れ
る
場
合
、
拡
声
装
置
等

の
音
響
機
器
の
使
用
を
禁
じ
て
い
る
。 

　
同
店
の
騒
音
の
規
制
基
準
は
敷
地
境

界
線
上
で
45
デ
シ
ベ
ル
以
下
と
な
り
、

周
辺
の
生
活
環
境
が
損
な
わ
れ
て
い
る

場
合
、
規
制
基
準
を
遵
守
す
る
よ
う
適

正
に
指
導
し
て
い
く
。 

 

東
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
 

 
 
 
 
建
設
時
の
諸
疑
惑
 

議
員
　
東
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
建
設

工
事
の
監
査
に
関
す
る
工
事
監
査
技
術

調
査
報
告
書
に
よ
れ
ば
、
分
離
発
注
の

主
旨
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
、
納
得
で
き

る
説
明
が
な
い
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。 

　
市
民
に
代
わ
っ
て
品
質
保
証
と
経
済

性
に
重
点
を
置
く
視
点
に
立
た
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
に
も
関
わ
ら
ず
、
な
ぜ
分

離
発
注
を
行
っ
た
の
か
。 

助
役
　
清
掃
施
設
の
工
事
内
容
が
プ
ラ

ン
ト
、
建
築
、
機
械
・
電
気
設
備
な
ど

多
岐
に
わ
た
り
、
事
業
者
の
専
門
性
、

機
能
性
を
最
大
限
に
発
揮
す
る
た
め
、

分
離
発
注
方
式
を
採
用
し
た
。 

　
こ
れ
に
よ
り
各
経
費
が
明
確
に
な
り
、

適
正
な
価
格
設
定
が
行
わ
れ
、
結
果
的

に
市
内
業
者
の
参
加
機
会
が
多
く
確
保

さ
れ
、
そ
の
育
成
に
寄
与
す
る
。 

 

運
動
公
園
を
併
設
し
た
 

　
　
　
　
最
終
処
分
場
構
想
 

議
員
　
先
日
最
初
か
ら
運
動
公
園
を
併

設
し
て
い
る
ユ
ニ
ー
ク
な
平
地
型
の
処

分
場
を
視
察
し
た
。
北
野
の
最
終
処
分

場
に
代
わ
る
第
二
処
分
場
も
平
地
型
処

分
場
に
す
べ
き
だ
と
考
え
る
。 

　
所
沢
市
も
遊
休
農
地
や
元
農
地
を
交

換
、
買
い
取
り
を
す
れ
ば
、
地
権
者
や

ス
ポ
ー
ツ
広
場
を
求
め
る
市
民
か
ら
も

喜
ば
れ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。 

市
長
　
平
地
型
は
跡
地
を
有
効
に
利
用

で
き
る
が
、
建
設
コ
ス
ト
が
か
か
る
。

山
間
型
は
地
形
の
有
効
利
用
、
周
辺
に

民
家
が
少
な
い
等
の
長
所
が
あ
る
が
、

跡
地
利
用
が
限
ら
れ
て
し
ま
う
。 

　
い
ず
れ
に
し
て
も
こ
れ
ま
で
の
選
定

経
緯
に
該
当
地
域
の
意
向
を
加
味
し
、

総
合
評
価
を
行
い
、
候
補
地
を
特
定
し

て
い
き
た
い
。 

 

生
ご
み
の
分
別
収
集
で
 

　
燃
や
せ
る
ご
み
の
減
量
を
 

議
員
　
所
沢
市
の
ご
み
処
理
量
の
う
ち

燃
や
せ
る
ご
み
が
8
割
を
占
め
、
そ
の

成
分
は
水
分
の
比
率
が
最
も
高
い
。 

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
半
分
が
費
や
さ
れ
る

水
分
を
い
か
に
減
ら
す
か
が
肝
要
で
あ

る
。
そ
の
た
め
に
は
燃
や
せ
る
ご
み
か

ら
生
ご
み
だ
け
を
分
別
収
集
し
、
圧
縮
・

脱
水
す
る
こ
と
で
大
き
な
効
果
が
得
ら

れ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。 

環
境
ク
リ
ー
ン
部
長
　
家
庭
か
ら
出
る

生
ご
み
は
、
家
庭
で
の
水
切
り
な
ど
が

大
変
重
要
で
啓
発
を
行
っ
て
い
る
。 

　
減
量
化
・
資
源
化
の
意
識
啓
発
に
あ

た
っ
て
は
、
現
在
生
ご
み
リ
サ
イ
ク
ル

推
進
員
に
よ
る
「
生
ご
み
リ
サ
イ
ク
ル

1
1
0
番
」
や
「
生
ご
み
資
源
化
推
進

事
業
」
を
実
施
し
て
い
る
。
分
別
収
集

は
そ
の
事
業
成
果
等
を
見
て
総
合
的
に

判
断
し
て
い
き
た
い
。 

          

             

さ
ら
な
る
相
互
理
解
へ
 

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
実
施
を
 

議
員
　
4
月
か
ら
市
の
保
育
園
保
育
料

が
値
上
げ
し
た
が
、
保
護
者
に
は
一
方

的
に
決
め
ら
れ
た
感
が
ぬ
ぐ
え
な
い
。

市
の
保
育
園
待
機
児
も
県
内
ト
ッ
プ
で

な
か
な
か
解
消
さ
れ
な
い
。 

　
保
育
施
策
の
向
上
と
市
民
・
行
政
の

相
互
理
解
前
進
の
た
め
ア
ン
ケ
ー
ト
を

取
る
考
え
は
な
い
か
。
公
立
保
育
園
の

増
設
を
求
め
る
が
見
解
は
ど
う
か
。 

保
健
福
祉
部
長
　
現
在
、
懇
談
会
や
保

護
者
会
、
関
連
審
議
会
等
を
通
し
て
、

保
育
に
対
す
る
意
見
・
要
望
等
聞
き
、

関
連
イ
ベ
ン
ト
で
参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
し
て
い
る
。
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

の
考
え
は
な
い
が
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を

通
じ
て
意
見
・
要
望
等
把
握
し
、
施
策

の
向
上
に
努
め
て
い
き
た
い
。 

　
公
立
保
育
園
は
、
施
設
の
改
築
に
合

わ
せ
て
定
員
増
を
図
っ
て
い
き
た
い
。 

　　　・大石　健一（市民クラブ） 

　　・斎藤　治正（さわの会） 

　・安田　敏男（さわの会） 

・北尾　幹雄（公明党） 

 

質問者 
　　　　・矢作いづみ（日本共産党） 

　　　・脇　晴代（共生） 

　　・荒川　広（日本共産党） 

　・菅原　恵子（日本共産党） 

・越阪部征衛（会派「翔」） 



▲所沢航空記念公園駐車場に設置された料金ゲート 

ところざわ市議会だより 

（8） 

第139号 

質問者 

　
 
精
神
障
害
者
地
域
生
活
 

　
　
支
援
セ
ン
タ
ー
の
今
後
 

議
員
　
精
神
障
害
者
小
規
模
地
域
生
活

支
援
セ
ン
タ
ー
「
所
沢
ど
ん
ぐ
り
」
を

訪
問
し
、
施
設
の
狭
隘
さ
や
職
員
不
足

な
ど
の
悩
み
や
希
望
を
伺
っ
た
。 

　
障
害
者
自
立
支
援
法
の
施
行
を
受
け

て
、
セ
ン
タ
ー
事
業
は
継
続
さ
れ
る
の

か
。
ま
た
、
同
セ
ン
タ
ー
へ
の
支
援
に

つ
い
て
は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。 

保
健
福
祉
部
長
　
法
の
施
行
に
伴
い
、

一
定
基
準
以
上
の
精
神
障
害
者
地
域
生

活
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
地
域
活
動
支
援

セ
ン
タ
ー
に
移
行
す
る
。「
所
沢
ど
ん

ぐ
り
」
に
つ
い
て
も
ス
ム
ー
ズ
な
移
行

が
行
わ
れ
る
よ
う
支
援
し
て
い
く
。 

　
仮
に
、
移
行
で
き
な
か
っ
た
場
合
に

は
、
何
ら
か
の
支
援
策
を
講
ず
る
べ
き

だ
と
考
え
て
い
る
。 

 

誰
も
が
安
心
し
て
 

 
受
給
で
き
る
生
保
制
度
に
 

議
員
　
生
活
保
護
は
生
活
に
困
っ
て
い

る
人
は
誰
で
も
申
請
で
き
、
条
件
に
あ

え
ば
平
等
に
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。 

　
し
か
し
政
府
は
、
生
活
保
護
法
の
精

神
に
反
し
て
受
給
者
を
減
ら
す
た
め
の

政
策
を
強
め
て
き
た
。
こ
こ
で
「
生
活

保
護
行
政
を
適
正
に
運
営
す
る
た
め
の

手
引
き
」
が
県
知
事
宛
に
送
付
さ
れ
た

が
、
そ
の
法
的
根
拠
と
解
釈
、
運
用
実

態
に
つ
い
て
示
し
て
ほ
し
い
。 

保
健
福
祉
部
長
　
生
活
保
護
は
、
憲
法

第
25
条
の
理
念
、
生
活
保
護
法
の
基
本

原
理
に
基
づ
き
、
知
事
や
市
長
等
が
実

施
す
る
も
の
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。 

　
同
手
引
き
は
、
地
方
自
治
体
の
事
例

も
参
考
に
関
連
事
項
を
整
理
し
た
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
で
、
各
福
祉
事
務
所
が
苦
慮

し
た
事
案
な
ど
も
示
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
運
用
に
あ
た
っ
て
は
、
法
の
趣
旨
に

基
づ
き
適
正
に
実
施
し
て
い
き
た
い
。 

 

小
児
医
療
・
子
ど
も
相
談
の
 

 
 
 
 
 
充
実
に
む
け
て
 

議
員
　
子
ど
も
の
不
登
校
や
対
人
恐
怖

等
の
問
題
は
学
校
だ
け
の
原
因
で
は
な

い
こ
と
も
あ
り
、
相
談
先
さ
え
見
つ
け

に
く
い
。
小
児
精
神
科
外
来
等
の
予
約

待
ち
が
半
年
に
も
及
び
、
そ
の
間
に
症

状
が
悪
化
す
る
こ
と
も
あ
る
。 

　
医
療
セ
ン
タ
ー
や
保
健
セ
ン
タ
ー
等

に
、
小
児
精
神
科
等
の
診
察
が
可
能
な

医
師
の
配
置
や
子
ど
も
の
心
と
身
体
の

相
談
室
を
設
置
で
き
な
い
か
。 

保
健
福
祉
部
長
　
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は

全
市
民
対
象
の
精
神
保
健
相
談
を
随
時

行
っ
て
い
る
。
医
師
相
談
、
子
育
て
メ

ン
タ
ル
相
談
、
精
神
保
健
福
祉
専
門
相

談
、
心
理
相
談
等
も
月
1
回
実
施
し
、

さ
ら
に
充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。 

医
療
セ
ン
タ
ー
事
務
部
長
　
小
児
精
神

科
・
心
療
内
科
は
一
般
的
な
診
療
科
で

は
な
く
、
医
師
の
数
は
全
国
で
2
0
0

人
程
度
と
言
わ
れ
、
専
門
医
の
確
保
は

大
変
厳
し
い
と
考
え
て
い
る
。 

  　
 
支
え
あ
う
地
域
福
祉
で
 

地
域
の
見
直
し
・
再
構
築
を
 

議
員
　
少
子
高
齢
化
、
核
家
族
化
が
進

む
中
、
地
域
住
民
の
つ
な
が
り
は
年
々

希
薄
化
し
て
い
る
。
地
域
に
お
け
る
地

域
力
を
発
揮
す
る
に
は
地
域
福
祉
の
推

進
が
必
要
で
あ
る
。 

　
こ
れ
ま
で
に
市
内
3
行
政
区
で
実
施

し
、
本
年
度
も
2
行
政
区
で
実
施
し
て

い
る
「
地
域
福
祉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進

事
業
」
だ
が
、
今
後
ど
の
よ
う
に
推
進

し
て
い
く
の
か
。 

保
健
福
祉
部
長
　
共
に
生
き
、
共
に
支

え
合
う
社
会
を
目
指
し
、
地
域
の
援
助

者
に
よ
る
助
け
合
い
の
福
祉
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
形
成
が
、
地
域
福
祉
の
推
進
に
つ

な
が
る
と
考
え
て
い
る
。 

　
今
後
他
の
行
政
区
で
も
事
業
展
開
す

る
と
と
も
に
、
現
在
社
会
福
祉
協
議
会

で
策
定
中
の
地
域
福
祉
活
動
計
画
に
、

具
体
的
な
個
別
施
策
を
示
し
て
い
け
る

よ
う
協
働
で
取
り
組
ん
で
い
く
。 

             

駐
車
場
有
料
化
の
 

　
　
　
説
明
責
任
が
不
十
分
 

議
員
　
航
空
記
念
公
園
駐
車
場
の
突
然

の
有
料
化
に
、
市
民
か
ら
驚
き
と
不
満

の
声
が
上
が
っ
て
い
る
。 

　
県
は
市
や
住
民
に
対
し
て
事
前
の
説

明
が
不
十
分
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
利

用
者
の
多
い
土
・
日
曜
日
は
無
料
、
30

分
単
位
で
の
料
金
設
定
、
高
齢
者
は
常

時
無
料
に
で
き
な
い
か
。 

道
路
公
園
部
長
　
埼
玉
県
か
ら
市
へ
は

平
成
17
年
9
月
に
今
回
の
駐
車
場
有
料

化
に
つ
い
て
の
照
会
が
あ
り
、
庁
内
関

係
各
課
の
意
見
を
ま
と
め
県
へ
回
答
し

た
。
市
民
へ
の
周
知
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
お
知
ら
せ
し
た
。 

　
い
た
だ
い
た
意
見
に
つ
い
て
は
、
県

に
伝
え
た
い
と
考
え
て
い
る
。 

 

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
 

　
　
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
役
割
 

議
員
　
地
域
の
自
治
会
、
町
内
会
を
取

り
巻
く
環
境
が
厳
し
い
中
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
の
存
在
意
義
は
大
き
い
が
、
そ
の
役

割
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。 

　
ま
た
、
実
際
に
行
っ
て
い
る
事
業
、

後
期
基
本
計
画
に
示
す
法
人
数
や
目
標

数
値
を
達
成
す
る
た
め
の
具
体
的
な
方

策
を
聞
か
せ
て
ほ
し
い
。 

市
民
経
済
部
長
　
こ
れ
か
ら
の
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
は
、
自
治
会
・
町
内
会

を
中
心
に
、
有
志
住
民
、
地
元
企
業
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
が
連
携
し
て
地
域
の
課
題
に

取
り
組
む
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
。 

　
現
在
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
へ
の
3
つ
の
事
業
委

託
、
4
つ
の
協
働
事
業
が
あ
る
。
今
年

度
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
始
め

た
い
市
民
を
対
象
に
し
た
講
座
の
実
施

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
情
報
発
信
・
提

供
の
場
の
設
置
を
予
定
し
て
い
る
。 

　　　　・城下　師子（日本共産党） 

　　　・赤川　洋二（民主党） 

　　・桑畠　健也（会派「翔」） 

　・秋田　孝（市民クラブ） 

・小林　澄子（日本共産党） 

き
ょ
う
あ
い
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質問者 

　
 
市
道
を
利
用
し
た
工
事
の
 

 
 
 
 
許
認
可
に
再
考
を
 

議
員
　
緑
町
・
け
や
き
並
木
通
り
沿
い

の
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
で
、
ク
レ
ー
ン
車

を
使
っ
た
工
事
の
た
め
市
道
の
片
側
通

行
規
制
が
な
さ
れ
、
周
辺
道
路
が
大
渋

滞
を
起
こ
し
大
変
迷
惑
し
て
い
る
。 

　
所
沢
市
は
現
在
、
市
道
の
占
用
許
可

過
程
に
何
ら
介
入
で
き
な
い
。
申
請
に

あ
た
っ
て
警
察
と
協
議
す
る
、
も
し
く

は
ま
ず
市
に
申
請
を
出
さ
せ
る
な
ど
制

度
を
改
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。 

道
路
公
園
部
長
　
今
回
の
工
事
は
、
他

の
交
通
の
安
全
と
円
滑
を
図
る
た
め
、

道
路
交
通
法
第
77
条
に
よ
る
所
轄
警
察

署
長
の
許
可
が
必
要
と
な
る
。 

　
し
か
し
な
が
ら
市
道
で
の
工
事
で
あ

り
、
近
隣
住
民
の
生
活
や
他
の
交
通
の

円
滑
、
緊
急
車
両
の
活
動
等
か
ら
関
連

部
所
、
警
察
署
等
と
協
議
し
、
道
路
使

用
状
況
の
把
握
が
で
き
る
よ
う
検
討
し

て
い
き
た
い
。 

 

所
沢
カ
ラ
ー
の
公
用
車
で
 

 
 
 
新
た
な
防
犯
対
策
を
 

議
員
　
パ
ト
ロ
ー
ル
カ
ー
や
消
防
車
は

車
体
の
色
で
機
関
・
組
織
が
イ
メ
ー
ジ

さ
れ
、
警
察
、
消
防
だ
と
分
か
る
。 

　
厳
し
い
財
政
事
情
を
考
慮
し
、
市
の

公
用
車
の
更
新
時
に
「
防
犯
」
と
い
う

相
乗
効
果
を
考
え
て
は
ど
う
か
。
所
沢

市
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
色
に
統
一
し
、
広

く
周
知
す
る
こ
と
で
、
市
の
車
と
す
ぐ

分
か
る
こ
と
に
よ
る
防
犯
効
果
が
発
揮

で
き
る
の
で
は
な
い
か
。 

財
務
部
長
　
特
定
色
の
塗
装
に
多
く
の

経
費
負
担
が
見
込
ま
れ
、
統
一
は
大
変

難
し
い
が
、
所
沢
市
カ
ラ
ー
の
イ
メ
ー

ジ
定
着
化
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
効
果
が
期

待
で
き
、
有
意
義
だ
と
考
え
て
い
る
。 

市
民
経
済
部
長
　
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
に

効
果
が
期
待
で
き
る
も
の
と
考
え
、
今

後
担
当
部
と
十
分
協
議
し
て
い
く
。 

      

浸
水
被
害
の
多
い
　
 

　
　
柳
瀬
川
の
整
備
促
進
を
 

議
員
　
近
年
、
柳
瀬
川
流
域
に
は
住
宅

街
が
新
し
く
建
ち
並
ん
で
い
る
。
昨
年

久
米
地
域
の
勢
揃
橋
一
帯
が
大
雨
で
冠

水
し
、
こ
う
し
た
被
害
に
住
民
の
不
安

が
増
大
し
て
い
る
。 

　
最
近
の
異
常
気
象
に
よ
る
洪
水
か
ら

身
を
守
る
た
め
に
、
柳
瀬
川
の
整
備
工

事
の
促
進
と
土
砂
の
堆
積
物
の
除
去
を

し
て
ほ
し
い
。 

下
水
道
部
長
　
柳
瀬
川
の
拡
幅
工
事
は

県
が
荒
川
水
系
の
河
川
整
備
計
画
を
策

定
し
て
進
め
て
い
る
。
最
下
流
か
ら
始

め
、
現
在
下
安
松
・
清
瀬
橋
付
近
を
整

備
し
て
い
て
、
勢
揃
橋
付
近
ま
で
は
相

当
の
期
間
を
要
す
る
と
思
わ
れ
る
。 

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
整
備
の
促
進
、
土

砂
等
の
除
去
に
つ
い
て
は
、
川
越
県
土

整
備
事
務
所
に
要
請
し
て
い
き
た
い
。 

　
 
米
軍
基
地
再
編
の
 

　
最
終
合
意
報
告
を
受
け
て
 

議
員
　
米
国
の
世
界
戦
略
に
日
本
が
組

み
込
ま
れ
、
日
米
安
保
の
枠
を
踏
み
は

ず
し
て
、
米
軍
が
日
本
を
守
る
と
い
う

よ
り
、
日
本
が
米
国
の
国
益
を
守
る
と

い
う
構
図
が
は
っ
き
り
し
て
き
た
。 

　
こ
の
最
終
報
告
を
受
け
て
、
当
市
の

基
地
の
状
況
を
ど
う
認
識
し
た
の
か
。

正
式
に
国
に
対
し
て
基
地
再
編
の
説
明

を
求
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。 

市
長
　
米
軍
再
編
に
つ
い
て
は
、
米
軍

基
地
を
抱
え
る
市
の
代
表
と
し
て
常
に

注
視
し
て
い
る
。 

　
私
か
ら
も
、
ま
た
、
基
地
対
策
担
当

か
ら
も
、
米
軍
再
編
と
当
市
の
関
わ
り

に
つ
い
て
情
報
の
提
供
を
求
め
て
い
る

が
、
東
京
防
衛
施
設
局
か
ら
は
米
軍
所

沢
通
信
基
地
は
今
回
の
米
軍
再
編
の
直

接
の
対
象
と
な
っ
て
い
な
い
と
の
説
明

を
受
け
て
い
る
。 

 

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
 

　
　
独
自
利
用
領
域
の
活
用
 

議
員
　
住
基
カ
ー
ド
の
独
自
利
用
領
域

は
、
市
町
村
が
学
童
の
安
心
安
全
サ
ー

ビ
ス
や
救
急
活
動
支
援
、
健
康
情
報
管

理
サ
ー
ビ
ス
な
ど
多
目
的
に
利
用
で
き

て
、
市
民
の
側
か
ら
「
あ
っ
た
ら
い
い

な
」
と
い
う
サ
ー
ビ
ス
に
な
る
。 

　
市
は
独
自
利
用
領
域
の
研
究
、
調
査

に
つ
い
て
、
今
ま
で
ど
の
よ
う
に
取
り

組
み
、
ど
う
活
用
し
て
い
く
の
か
。 

           総
合
政
策
部
長
　
市
で
は
こ
れ
ま
で
独

自
利
用
領
域
の
活
用
の
研
究
会
を
実
施

し
、
職
員
の
セ
ミ
ナ
ー
参
加
な
ど
情
報

収
集
も
重
ね
て
き
た
。
利
用
に
は
管
理

シ
ス
テ
ム
の
構
築
や
機
器
の
調
整
・
修

正
に
大
き
な
費
用
が
必
要
と
な
る
。 

　
今
後
は
費
用
対
効
果
を
十
分
考
慮
し

な
が
ら
民
間
の
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス

や
携
帯
電
話
等
の
活
用
も
含
め
、
市
民

ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
カ
ー
ド
利
用
を
総

合
的
に
研
究
し
て
い
き
た
い
。 

　　　　・平井　明美（日本共産党） 

　　　・村上　浩（公明党） 

　　・森生　郁代（さわの会） 

　・中村　太（会派「翔」） 

・水村　篤弘（民主党） 
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市
町
村
合
併
構
想
を
 

　
　
ど
う
と
ら
え
て
い
る
か
 

議
員
　
県
の
市
町
村
合
併
推
進
審
議
会

が
示
し
た
合
併
案
で
は
、
所
沢
市
は
近

隣
4
市
と
合
併
し
政
令
市
の
型
に
な
っ

て
い
る
。
こ
の
案
は
市
に
と
っ
て
ど
の

よ
う
な
影
響
や
拘
束
力
が
あ
る
の
か
。
 

　
ま
た
、
今
後
県
か
ら
そ
う
し
た
意
向

の
打
診
が
あ
っ
た
場
合
、
ど
の
よ
う
に

返
答
す
る
の
か
。
 

市
長
　
構
想
案
は
本
市
が
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
い
く
う
え
で
の
選
択
方
法
の

一
つ
、
必
要
に
応
じ
て
検
討
す
べ
き
も

の
で
、
拘
束
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
 

　
本
市
は
既
に
自
治
体
と
し
て
の
責
任

を
果
た
す
十
分
な
規
模
と
能
力
を
有
し

て
い
て
、
一
方
で
広
域
的
な
取
り
組
み

を
進
め
て
い
る
。
現
段
階
で
構
想
案
に

対
す
る
早
急
な
判
断
を
行
う
状
況
に
は

な
い
と
考
え
て
い
る
。
 

 

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
 

　
　
納
税
を
身
近
な
も
の
に
 

議
員
　
法
律
上
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

で
の
使
用
料
等
納
付
が
可
能
と
な
り
、

公
金
の
分
野
で
も
カ
ー
ド
決
済
導
入
が

始
ま
っ
て
い
る
。
利
便
性
の
観
点
か
ら

あ
る
自
治
体
で
は
軽
自
動
車
税
の
カ
ー

ド
決
済
を
始
め
、
好
評
を
得
て
い
る
。
 

　
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
収
納
全
般
に
つ

い
て
、
見
解
を
伺
い
た
い
。
 

財
務
部
長
　
カ
ー
ド
納
付
は
支
払
者
側

に
も
行
政
側
に
も
メ
リ
ッ
ト
が
多
い
。

一
方
で
手
数
料
負
担
や
シ
ス
テ
ム
導
入
・

運
用
コ
ス
ト
等
の
問
題
が
あ
る
。
 

　
自
治
体
が
関
心
を
も
つ
中
、
藤
沢
市

が
民
間
と
の
共
同
研
究
で
カ
ー
ド
納
付

を
試
行
し
て
い
る
。
先
進
市
の
実
績
結

果
を
待
つ
と
と
も
に
、
納
税
者
の
利
便

性
確
保
に
向
け
、
当
市
と
し
て
の
対
応

を
研
究
し
て
い
き
た
い
。
 

 

中
核
市
昇
格
に
お
け
る
 

　
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
 

議
員
　
地
方
自
治
法
の
改
正
で
中
核
市

制
度
の
面
積
要
件
が
撤
廃
さ
れ
、
所
沢

市
も
申
請
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
 

　
権
限
が
拡
大
さ
れ
れ
ば
同
時
に
事
務

処
理
量
も
増
え
る
と
思
う
が
、
ト
ー
タ

ル
で
考
え
れ
ば
メ
リ
ッ
ト
の
ほ
う
が
大

き
い
と
思
う
。
中
核
市
に
昇
格
す
る
こ

と
の
メ
リ
ッ
ト
は
何
と
考
え
る
か
。
 

市
長
　
中
核
市
に
な
る
と
福
祉
、
保
健

衛
生
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
分
野
の
事
務

が
県
か
ら
移
譲
さ
れ
、
市
が
直
接
事
務

を
行
う
こ
と
が
で
き
、
事
務
の
簡
素
・

効
率
化
が
図
ら
れ
、
質
の
高
い
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
が
行
わ
れ
る
も
の
と
な
る
。
 

　
し
か
し
な
が
ら
、
人
員
確
保
、
財
政

問
題
等
も
あ
り
、
今
後
メ
リ
ッ
ト
・
デ

メ
リ
ッ
ト
を
勘
案
し
つ
つ
、
詳
細
に
研

究
を
進
め
て
い
き
た
い
。
 

 

 
所沢新町・花園地区環境対策協議会
会長 日比谷 勉さん（所沢新町）  

ほか2,764人
 

 
所沢市障害者団体協議会  
会長 新井 敏夫さん（小手指元町） 

ほか3,108人 
 
 
矢板 康二さん（緑町）  

ほか10人 

○請願第１号  
　有限会社 エム・クリーン社の「チップ堆肥置場」設置計画に
関し、将来にわたって周辺地域の良好な環境が維持できるよう、
適切なる行政対応と指導を願う件 
 

○請願第２号  
　障害福祉サービスに係る定率負担の軽減を求める件

 
 
 
○請願第３号  
　新所沢ケヤキ並木を初めとした所沢市の「街路樹管理指針」
制定をお願い致したき件 

提 　 出 　 者 件　　　　　　　名 

 
採　　択 
（全会一致）

 
 
 

採　　択 
（全会一致） 

 
 
 

趣旨採択 
（全会一致） 

請願・陳情審議の結果（ 6月定例会） 
結　果 

　
 そ
の
他
の
お
も
な
質
問
項
目
 

 ・
食
育
推
進
基
本
計
画
の
策
定
 

・
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
と
ス
ト
リ
ー
ト
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
 

・
第
二
　

一
般
廃
棄
物
処
分
場
の
候
補
地
絞
り
込
み
 

・
県
立
所
沢
東
高
校
の
跡
地
利
用
 

・
元
町
北
地
区
再
開
発
事
業
 

・
人
件
費
と
財
政
計
画
 

・
鶴
ヶ
島
市
の
マ
ン
シ
ョ
ン
構
造
計
算
疑
義
発
覚
 

・
生
活
保
護
世
帯
は
テ
レ
ビ
を
見
ら
れ
な
い
？
 

・
市
職
員
の
給
与
の
あ
り
方
 

・
議
会
と
執
行
部
の
「
車
の
両
輪
」
論
 

・
競
輪
事
業
 

・
小
学
校
の
総
合
学
習
と
英
語
学
習
の
有
効
性
 

・
後
期
基
本
計
画
「
主
要
課
題
」
か
ら
 

　
　
　
　
「
情
報
の
公
開
の
促
進
」
が
抜
け
て
い
な
い
か
 

・
国
民
保
護
計
画
づ
く
り
の
問
題
点
 

・
耐
震
構
造
偽
装
建
築
物
問
題
 

・
狭
山
ヶ
丘
立
体
交
差
工
事
完
成
後
の
近
隣
の
安
全
対
策
 

・
緑
の
散
歩
道
の
充
実
を
 

・
富
岡
中
央
通
り
の
安
全
対
策
 

・
フ
ィ
ル
ム
・
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
設
立
 

・
荒
幡
富
士
東
側
の
樹
林
地
保
護
を
積
極
的
に
 

・
Ｉ
Ｔ
最
適
化
の
取
り
組
み
 

・
北
秋
津
周
辺
住
民
が
利
用
で
き
る
公
共
施
設
を
 

・
公
民
館
な
ど
の
付
帯
設
備
 

・
次
代
を
担
う
市
民
を
育
む
地
域
づ
く
り
 

市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
十
分
な
ご
理
解
と
 

ご
留
意
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
 

議
員
の
寄
附
や
差
し
入
れ
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
 

求
め
な
い
 
受
け
取
ら
な
い



市民クラブ（7人） 
　○秋田　　孝　大石　健一　岡田　静佳 
　　浜野　好明　久保田茂男　大　　靖治 
　　仲村　清功　 

民　主　党（5人） 
　○村田　哲一　水村　篤弘　赤川　洋二 
　　浅野美恵子　当麻　　実 

日本共産党（6人） 
　○荒川　　広　小林　澄子　菅原　恵子 
　　城下　師子　矢作いづみ　平井　明美 
 

公　明　党（6人） 
　○高橋　広成　岩城　正広　村上　　浩 
　　谷口　桂子　小川　京子　北尾　幹雄 

まちづくり基本条例に 
関する特別委員会 

　まちづくり基本条例に関する調査・

研究を行います。 

　◎岩城　正広　○城下　師子 

　　中村　　太　　大石　健一 

　　水村　篤弘　　平井　明美 

　　安田　義広　　浜野　好明 

　　村上　　浩　　森生　郁代 

　　当麻　　実　　仲村　清功 

 

議会運営委員会 
　議会の運営に関する事項、議会の

会議規則、委員会に関する条例等、議

長の諮問に関する事項を調査します。 

　◎当麻　　実　○桑畠　健也 

　　大石　健一　　水村　篤弘 

　　城下　師子　　平井　明美 

　　斎藤　治正　　浜野　好明 

　　村上　　浩　　谷口　桂子 

　　久保田茂男　　高橋　大樹 

 

市民環境常任委員会 
　環境対策、ごみ対策、リサイクル、商業、農業、交通、

国保年金等に関することを審査します。 

　　◎脇　　晴代　○大石　健一　　荒川　　広 

　　　桑畠　健也　　斎藤　治正　　高田　昌彦 

　　　赤川　洋二　　岩城　正広　　大　　靖治 

総務常任委員会 
　市政全般の企画や調整、財務、市税、契約、消防等に

関することを審査します。 

　　◎浜野　好明　○矢作いづみ　　安田　敏男 

　　　水村　篤弘　　城下　師子　　村上　　浩 

　　　谷口　桂子　　秋田　　孝　　越阪部征衛 
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委 員 会 の 構 成 ◎＝委員長　　○＝副委員長 

○＝会派代表者 

常　任　委　員　会 

そ の 他 の 委 員 会 

会 派 の 構 成 市
議
会
の
情
報
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
 

　
　
　
　
　
　
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
発
信
し
て
い
ま
す
。
 

ア
ド
レ
ス
　h

ttp
://w

w
w
.c
ity.to

ko
ro
za
w
a
.s
a
ita
m
a
.jp

み  ど  り（1人）　 
　　島村　省吾 

風　（1人）　 
　　高田　昌彦 

共　生（1人）　 
　　脇　　晴代 

さ わ の 会（3人） 
　○安田　敏男　斎藤　治正　森生　郁代 

会　派 「翔」（5人） 
　○越阪部征衛　中村　　太　桑畠　健也 
　　安田　義広　高橋　大樹 

建設水道常任委員会 
　道路、都市計画、市営住宅、再開発、区画整理、公園、

上下水道等に関することを審査します。 

　　◎中村　　太　○菅原　恵子　　島村　省吾 

　　　森生　郁代　　村田　哲一　　小川　京子 

　　　北尾　幹雄　　仲村　清功 

教育福祉常任委員会 
　小・中学校の教育、公民館、図書館、福祉、保健、医療

等に関することを審査します。 

　　◎安田　義広　○岡田　静佳　　小林　澄子 

　　　平井　明美　　浅野美恵子　　久保田茂男 

　　　当麻　　実　　高橋　広成　　高橋　大樹 

議会報・図書室委員会 
　市議会だよりの発行、議会図書室

の管理・運営を行います。 

 

　◎小林　澄子　○浅野美恵子 

　　島村　省吾　　中村　　太 

　　大石　健一　　桑畠　健也 

　　脇　　晴代　　高田　昌彦 

　　高橋　広成 
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可決された意見書 
　市議会では、意見書を行政機関等に提出すること 

で解決を求め、議会としての意思を表明します。 

出資法及び貸金業規制法の改正に関する 
意見書（要旨） 

編 

集 
後 

記 

（12） 

　多重債務者が後を絶たない背景に、貸金業規制法第43条

「みなし弁済」規定を適用させ、利息制限法の上限（年15

～20％）は上回るが、出資法の上限（年29.2％、日賦貸金

業者及び電話担保金融は年54.75％）よりは低い金利、いわ

ゆる「グレーゾーン金利」で営業する貸金業者が多いとい

う実態がある。 

　こうした中、先般、最高裁判所は貸金業者の利息制限法

の上限を越える利息について「みなし弁済」規定の適用条

件を厳格に解釈した判決を示した。 

　国では、平成19年１月を目途に出資法等の上限金利を見

直すとしている。法改正に当たっては次の事項を実現する

よう強く要望する。 

1．出資法の上限金利を利息制限法の制限金利まで引き下

げること。 

2．貸金業規制法第43条の「みなし弁済」規定を撤廃する

こと。 

3．出資法における日賦貸金業者及び電話担保金融に対す

る特例金利を廃止すること。 

　基地関係市町村の行財政運営は、基地所在に伴う特殊な

財政需要の増大等により大変厳しい状況にあり、国による

基地対策のさらなる充実が必要である。 

　よって、国におかれては、基地関係市町村の実情に配慮

して下記事項を実現されるよう強く要望する。 

１．基地交付金及び調整交付金については、平成 19年度

予算において増額措置を講ずるとともに、基地交付金

の対象資産を拡大すること。 

２．基地周辺対策経費の所要額を確保するとともに、各事

業の補助対象施設及び範囲を拡大すること。特に、特

定防衛施設周辺整備調整交付金については、平成 19

年度予算において増額措置を講ずること。 

長の専決処分制度の再改正を求める意見書（要旨） 
　第164国会において、地方自治法第179条第１項「…普通

地方公共団体の長において議会を招集する暇がないと認め

るとき、」という部分については、「議会の議決すべき事件

について特に緊急を要するため議会を招集する時間的余裕

がないことが明らかであると認めるとき」と改正された。 

　しかし、所沢市議会平成18年6月定例会においても、租

税法律主義の観点から問題の多い、税法改正にともなう条

例改正が専決処分とされ、今回の改正をもってしても、こ

うした条例改正が相変わらず専決処分となることは容易に

想像できる。 

　よって、当該箇所については、更なる改正によって、専

決処分の範囲を例示もしくは制限列挙することとする、あ

るいは、全面的な削除とし、専決処分の扱いについては、

専決処分の要件は、あらかじめ地方自治法第180条によっ

て議決することを基本とするということも含めて検討を求

めるものである。 
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基地対策予算の増額等を求める意見書（要旨） 

　国や自治体がいわゆる公契約に基づいて発注する公共工

事の事業量が減少し、企業間の競争が激しさを増す中で、

受注企業やその下請企業等で働く労働者の賃金や雇用体系

は常に不安定な状態にある。 

　本来、賃金等の労働条件については、労使当事者が自主

的に取り組むべきものである。しかし、公共工事の発注に

おいては、一般的に、工事代金の総価格を契約金額として

締結する「総価方式」を採用しているため、下請けの労働

者の賃金が低く抑えられてしまう傾向にあることが指摘さ

れている。 

　平成12年11月に「公共工事の入札及び契約の適正化の促

進に関する法律」が制定された際、参議院は「建設労働者

の賃金、労働条件の確保が適切に行われるよう努めること」

との付帯決議を付しているが、対策はいまだ十分であると

は言い難い。 

　よって、国においては、公契約における適正な労働条件

の確保を図るために、公契約の受注者に対し、最低賃金法

及び労働基準法の遵守を徹底させ、労働者の安定的な雇用・

賃金体系の向上を図るよう強く要望する。 

公契約における適正な労働条件の確保に関する 
意見書（要旨） 

　一般質問の様子をケーブルテレビ

で録画中継しています。一般質問終

了翌日の午後６時からの放映です。 

　詳しい日程は議会事務局までお問

い合わせください。 

ケーブルテレビで市議会中継 




